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たしている。酸化ストレスにおける HO-1の発現誘導は Nrf2と small Mafのヘテロダイマーによって
調節されていることが明らかとなっている。また先行研究によってこの small Mafの１つであるMafG

















少した。さらに通常酸素状態で HIF-1αを安定化させたり、低酸素状態で HIF-1α を減少させたりした
が、Nrf2発現量には影響を及ぼさなかった。またNrf2をノックダウンすると酸化ストレスマーカーで
ある HO-1の発現量は減少した。この時、低酸素マーカーの EPOの発現量は増加した。反対に、Nrf2









し、反対に Nrf2を過剰発現すると EPO mRNA発現量が減少したことから、酸化ストレス応答の鍵因
子であるNrf2が低酸素応答に影響を与えることが明らかとなった。しかしNrf2ノックダウン細胞、過




従って Nrf2は HIF-1αの発現量ではなく、転写活性化に影響を与えている可能性が示唆された。 
